情状
1、 犯情事実
[bookmark: _GoBack]　被告人シンデレラこと灰原レイラは、被害者、王子こと西園寺レオンを突き飛ばし、それにより、被害者を死亡させました。
しかし、それは、被害者による、みだらな行為から己の身体を守るためにした、やむをえない行為であり、被告人に傷害の故意はありません。

2、 一般情状
　被告人は幼い時に実の母親を亡くし、その後父親の再婚相手の継母とその連れ子の姉と暮らし始めました。しかし、前妻の子を疎ましく思う継母と姉に、生活における家事の一切を行うことを強要され、外出を制限されるなどのいじめを受けていました。また、酒癖の悪い父からもたびたび暴力を振るわれていました。このような生育環境から、もともと内向的な被告人は、他人、特に男性に対しての不信感をつのらせていきました。加えて、世間知らずであったため、本件の被害者が被告人に対して行った行為に対し、気が動転し、とっさに突き飛ばす以外の方法をとることが出来なかったことも納得がいきます。
